
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
・
大
学
設
立
構
想
進
む

ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
か
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
大
学
、

－
の
ニ
ー
ズ
は
ま
だ
ま
だ
少
な

い
。
こ
の
た
め
、
菅
波
代
表
は

　
「
広
く
国
際
的
視
野
を
持
っ
た

人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
各

企
業
や
国
際
交
流
を
進
め
て
い

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
・
岡
山
市
国
際
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
広
く
自
治
体
な
ど
、
卒
業
生
の
進

楢
津
）
が
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
大
く
海
外
か
ら
公
募
す
る
予
定
。
路
の
幅
奎
仏
げ
た
い
」
と
し
て

学
」
の
設
立
構
想
を
進
め
て
い
文
部
省
に
大
学
設
置
を
申
請
し
い
る
。

る
。
国
際
貢
献
の
プ
ロ
養
成
と
て
、
平
成
十
年
春
の
開
学
を
目
　
▽
打
診
相
次
’

い
う
世
界
に
も
例
の
な
い
大
学
指
し
て
お
り
ヽ
菅
波
茂
代
表
は
　
　
　
・
　
ヽ
’
く

で
、
県
内
外
の
多
く
の
自
治
体
　
「
今
年
三
月
に
は
設
立
場
所
を
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
構
想
に
対
し
、

が
関
心
を
示
し

て
い
る
。
し
か

し
、
約
五
十
億

～
百
億
円
に
も

上
る
事
業
費
を

ど
う
調
達
す
る
か
、

際
貢
献
で
町
お
こ
し
Ｉ
と
い
致
先
と
し
て
決
定
さ
れ
な
い
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う
町
の
理
念
に
も
マ
。
ッ
チ
す
限
り
財
源
の
確
保
な
ど
９

る
」
　
（
加
茂
川
町
）
な
ど
、
体
案
検
討
に
は
入
れ
な
い
（

関
心
を
寄
せ
て
い
る
自
治
体
が
現
状
で
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
塑

も
多
い
。
　
　
　
　
　
　
　
ピ
ジ
ョ
ン
が
さ
ら
に
明
悍

　
県
外
か
ら
も
、
米
軍
基
地
な
る
ま
で
様
子
を
見
た
い
」

流
、
貢
献
の
拠
点
と
し
て
だ
け
跡
地
の
平
和
利
用
を
進
め
る
と
今
の
と
こ
ろ
慎
重
登

で
な
く
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
沖
縄
県
南
部
の
十
二
市
町
村
だ
。

ア
意
識
の
高
揚
な
ど
波
及
効
果
で
つ
く
る
沖
縄
県
南
部
地
域
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
第
三
セ
之

は
大
き
い
」
　
（
寺
田
和
子
・
同
振
興
期
成
会
や
新
潟
県
か
ら
Ｉ
に
よ
る
運
営
や
、
キ
ク

事
犯
画
審
議
監
）
と
期
待
の
声
具
体
的
計
画
に
つ
い
て
問
い
パ
ス
を
分
散
す
る
こ
と
で

は
強
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。
　
　
　
つ
の
自
治
体
の
負
担
を
減
’

　
津
山
市
は
、
四
月
に
移
転
と
　
　
　
　
　
｀
４
　
　
　
　
　
　
す
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
、

な
る
作
陽
音
大
跡
地
な
ど
に
誘
　
▽
膨
大
尤
資
金
　
　
　
開
校
実
現
に
向
け
、
具
烋

致
す
る
案
な
ど
が
一
部
で
浮
上
　
設
立
へ
の
大
き
な
ネ
″
ク
な
設
立
プ
ラ
ン
の
検
討
瓦

し
て
い
る
。
同
市
は
「
音
大
側
と
な
る
の
が
資
金
面
。
国
か
け
て
い
る
。
近
藤
祐
次
Ａ

と
跡
地
利
用
に
つ
い
て
話
し
合
６
。
の
助
成
金
が
下
り
な
い
開
Ｄ
Ａ
事
務
局
長
は
「
設
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
孝
俊
四
年
間
の
計
画
を
ま
と
め
次
第
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営
だ
け
で
も
界
や
県
レ
ベ
ル
の
支

多
く
の
自
台
体

力

関
ヽ
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
試
視
野
に
入
れ
て
、
大
学
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で
は
三
十
億
会
的
意
義
ヽ
必
要
性

卒
業
生
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
が
ど
れ
だ
け
あ

る
の
か
Ｉ
な
ど
ク
リ
ア
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
い
。

　
構
想
に
よ
る
と
、
同
大
学
は

国
際
貢
献
学
部
一
学
部
の
み

で
、
語
学
な
ど
の
一
般
教
養
、

国
際
法
、
社
会
学
な
ど
の
専
門

科
目
を
学
ぶ
ほ
か
、
世
界
各
国

の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

生
か
し
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
な
ど

で
の
実
習
も
取
り
入
れ
る
。
講

師
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
の
ほ

え
て
い
き
た
い
」
と
し
て

混
作
事
業
費
調
達
な
ど
課
題
も
　
る
。

含
め
た
具
体
的
プ
ラ
ン
を
ま
と
。
現
在
ま
で
に
誘
致
な
ど
の
打

め
た
い
」
と
し
て
い
る
。
　
　
診
、
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
自

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
で
は
、
各
国
際
機
治
体
は
県
内
十
、
県
外
二
に
上

関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
る
。

１
タ
ー
的
役
割
を
果
た
す
人
材
　
岡
山
市
は
昨
年
十
月
木
か
ら

養
成
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
運
営
形
態
、
’
大
学
の
具
体
的
な

し
、
「
諸
外
国
に
比
べ
二
十
年
中
身
な
ど
に
つ
い
て
市
長
自
ら

遅
れ
て
い
る
」
　
（
菅
波
代
表
）
　
が
問
い
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
誘

と
い
わ
れ
る
日
本
の
国
際
貢
献
致
先
、
予
算
な
ど
具
体
案
は
全

の
現
状
で
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
く
白
紙
の
状
態
だ
が
「
国
際
交

―
　
　
　
　
函

献
の
中
心
に
」
と
活

け
る
国
際
貢
献
ド
ピ

っ
て
お
ら
ず
、
候
補
地
と
決
ま
円
が
必
要
。
校
舎
、
グ
ラ
ウ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
と
し
な
ン
ド
な
ど
の
整
備
費
を
含
め

が
ら
も
「
時
代
の
要
請
に
合
っ
　
る
と
五
十
傭
～
百
億
円
と
い

た
。
ニ
ー
ク
な
大
学
で
あ
り
、
う
資
金
が
必
要
と
な
る
。
菅

魅
力
を
感
じ
る
」
　
（
同
市
企
砺
波
代
表
は
「
民
間
財
団
な
ど

構
想
を
推
進
す
る
会
（

ア
の
会
）

は
「
大
｀

調
整
部
）
と
話
し
て
い
る
。
　
か
ら
の
協
力
は
期
待
で
き
る
り
、
期
待
は
大
き
い
。

　
こ
の
ほ
か
「
市
の
活
性
化
の
が
、
実
現
に
は
自
治
体
側
の
に
向
け
会
と
し
て
も
で
き

た
め
、
市
民
か
ら
「
誘
致
し
て
資
迄
協
力
は
不
可
欠
」
と
し
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

は
ど
う
か
』
と
い
う
声
が
上
が
て
い
る
。
’
　
　
　
　
　
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

っ
て
い
る
」
　
（
備
前
市
）
’
「
国
゛
し
か
し
各
自
治
体
で
は
誘
『
る
。
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